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【定例活動報告】 

　昨年より、活動フィールドがある相模原市小原地域の小原宿活性化推進
会議、小原宿拠点活用検討分科会に出席させていただいています。この分
科会は、小原宿にある道の駅的施設である「小原の郷」をここ2年程度で
相模原市が改修を行います。その改修・活用を検討する会議です。本会も
夏の時期を中心に体験プログラムを実施する際に小原の郷を活用させてい
ただいたり、高校生がクラス単位で森林活動をする際に使用させていただ
いております。小原は相模原市の「中山間地域振興モデル地区」に指定さ
れており、その活用方法として市から依頼されて、体験プログラムを実施
させていただきました。昨年は、体験学校でも実施している沢体験と、小
原の郷すぐの小原本陣の森で間伐体験を行い、その丸太で工作体験をしまし
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た。今後もこの会議に参加しつつ、間伐などの体験や間伐材を活用したワークショップを実施し、この地
域の魅力の発信のお手伝いをしていこうと思います。他にも、小原の郷で開かれている「おばらまる
しぇ」にも出展させていただき、キッチンカーの並びで、間伐材の製作物の試作販売や、薪割り体験など
も行い、今後も継続していきます。 

宮村　連理（本会、副理事長） 

【定例活動報告】知足の森 

　今日、午前中はヒノキを2本間伐した。1本目は練習だ。1本目は細い木で、受け口を作ったり追い口を
作ったりした。それで木が倒せた。1本の木をみんなで手分けして切ってもだいぶ疲れた。それにとても
急斜面での作業だったため足が疲れた。だが、やっと木が倒れると、とても気持ちが良かった。2本目は1
本目よりかは少し太めの中くらいのサイズの木を切った。2回目も1回目と同様に受け口を作った後に倒す
ためにロープを付け、滑車で引っ張る人の方に倒れてこないようにした。そのあと追い口を作る作業をし
た。それで追い口が終わって引っ張ろうとしたら、少し引っ張っただけで倒れた。今回はとても順調だっ
たようで普通なら力をかけて引っ張らないといけないそうだ。下山する途中、まだ未熟なテンナンショウ
系の果実も見かけた。 
　午後は別の所へ行き、先輩が前に植えてあった栴檀の周りに生えている雑草取りをした。剪定ばさみで
雑草を切り、少し木の枝もはらった。そのあと少し上り竹を伐採したところがまた竹やぶにならないよう
にタケノコをとった。普段食べるタケノコとは違い、まるで蛇口をひねったように水が滴った。今度もし
できたらアオキなどの在来植物を増やすことをしてみたい。 

吉田　博紀（GTE LAB 中学１年男子） 

　午前にした木の伐採は私にとって初め
ての経験でした。ヘルメットをつけ、慣
れないベルトの締め方を先輩方に教えて
もらい山へ向かいました。木の伐採は簡
単なものではなく、1時間くらいかけて
受け口と追い口をつくり、気にロープを
かけ引っ張りました。木の倒れる方向や
次に切る木のことも気にかけなければな
らないのでただ切るだけではないのだな
と思いました。その後5人で協力して10mほどの木を倒せて感動しました。 
　午後のたけのこ掘りでは足腰がきつく、疲れましたが大きいものがとれて嬉しかったです。このような
経験は貴重なものなので、次の活動にも身を入れたいと思いました。 

志村　紬（GTE LAB 中学１年女子） 
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桜井尚武の 

森のコラム 

　キク科の一年草。草丈3m以上になる大型の草本で
上方が空いたところに旺盛に生える北アメリカ原産の
渡来植物。主に3つに分かれる大きな裂片からなる毛
の多い広い葉が対生する雌雄同株植物です（図1）。
1952年に日本に侵入したとされ、その後急速に日本
全土に分布を広げました。花期には長く伸びる花穂か
ら放出される花粉が喘息を起こす植物として世界的に
有名です（図2）。私は2006年くらいまでは当時頻
繁に出入りしていた林の中や周辺には見られなかった
ため、この植物をよく知りませんでした。けれど、そ
の後藤沢市の平地や河原一帯で出会って身近に感じる
ようになりました。植物の観察や植生調査の折に同行
者が涙や鼻水を出したり咳き込んだりするのを再三見
て、花粉喘息症状を強く起こす植物だと気付きまし
た。同属のブタクサ(A. artemisiifolia var. elatior)は2、
3回深く羽裂する有毛の葉身を持つ1年生の草本でこ
れも花粉症を引き起す植物として有名です。1800年

代中期に北米から侵入して日本全国に分散した
といいますが、相模湖周辺には少ないらしく私
はまだ気付いていません。オオブタクサは緑の
ダムの活動地でも普通にみられます。サクラ、
フヨウ、ツツジ類、ユズ、カキ等が植えられて
いる私たちがお花畑と呼ぶ一帯もこれら花
（果）樹や花木の少ない、上方が空いている所
はオオブタクサの格好の繁殖場所です（図3）。 
　春先に芽生えてその後の成長は早く、5月頃に
は早くも空閑地を占拠してしまう勢いです。お
花畑作業をしながらの観察では、7月頃には花穂

を伸ばして花粉を辺り一面に散布し始めていました。
この時期より前の花穂が発達する前に刈払うなり引き
抜くなりして密度を減らしておくとその後の作業が安
全になりそうです。花が咲いてしまったら、茎に触れ
ると花穂が揺れて花粉が一面に飛び散ります。8月は
最盛期で9月には治まるようです（図4）。一年草な
ので生産された沢山の種子は来年の発生を待つこと
になるのでしょう。根絶することは難しいですが、
花粉飛散時期にこの群落のある所で作業をする場合は
マスクや手拭いなどで鼻や口を覆い花粉を吸いこまな
いようにしてください。花盛りの群落には近づかない
のがいい方法でしょう。センダンを植栽したところで
は（図5）、植えたセンダンが大きく育って上方の空
間を覆うようになるとこの種のような好陽性の植物は
成長速度が極端に落ちるので、そんな生態を上手に利
用して被害回避をすることを考えましょう。   

桜井　尚武（本会、会員） 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「オオブタクサ (Ambrosia trifida )  」 

図１　オオブブタクサの幼苗　20220717　小原相模湖   

図2　川沿いのオオブタクサ群生地 

20190919　名取宮城県  

図３　ツツジの植え込みの空いた場に
発生したオオブタクサ 

20240421　小原相模湖  

図４　オオブタクサの花穂 

20220821 小原相模湖  

図５　2024年春植栽のセンダンをその年のうちに覆うオオブタクサ 

　20240721　小原相模湖  
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【活動報告】みどりとふれあうフェスティバルに出展しました 

　今回は高尾599ミュージアムで行われた「みどりとふれあうフェスティバル」にて、ブースの運営を行
いました。 
　小さなサイズのレーザー加工機を用いて、キーホルダーづくりの体験を行ったところ、小学生から大人
の方まで、様々な方々に来ていただくことができました。デザインの自由度が高く、自分で描くことがで
きたり、既存のイラストを使うことができるのが好評でした。焼く内容によって所要時間が大幅に変わる
ため、うまく回らなくなってしまった時もありましたが、大学生の先輩方の臨機応変な対応のおかげでた
くさんの方に楽しんでいただくことができました。 
　私自身も機器の使い方を覚えつつキーホルダーを作ってみたのですが、自分の好きなイラストを持ち運
べることに加え、日常の中に木の香りが加わるという点がとても良かったです。来てくれた子ども達も
レーザーでの加工に興味津々で、やはり自分の思い描いたものが実際に目の前でものとして作り上げられ
ていく体験は楽しいものだなと思いました。 

鈴木　友結（東京都立小金井北高校１年） 
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所
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